
テーマ 

 
  

： 

森脇 紀彦 氏 

： 令和元年１１月８日（金） 
１５：２０～１７：００ 
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講演者略歴： 

1995 年慶應義塾大学理工学研究科計測工学専攻修士課程修了、同
年、日立製作所入社。入社後、中央研究所にて大規模ネットワークシ
ステムの研究開発に従事。2004 年より、人間情報システム、人工知
能の研究開発に従事。2019 年 10 月より、日立製作所エネルギー業
務統括本部にてエネルギー分野のデジタルソリューションの開発に
従事。博士（工学）。電子情報通信学会会員、経営情報学会会員、AIS
会員。 

講演要旨： 

企業に蓄積されているビッグデータや IoT によって取得されるデ
ータを活用して新たな価値を生み出そうとする動きが高まっている。
その中でも、コンピュータ処理能力を最大限に利用して大規模データ
をインテリジェントに活用するための人工知能技術が注目されてい
る。本講演では人工知能を活用した生産性向上の取組みと様々な産業
分野への活用事例を紹介する。 

知識科学に基づくイノベーションデザインセミナー

お問合せ先： 知識科学系 助教 高島 健太郎（Email: ktaka） 

 助教 セラヤ サモラジャデルエンリケ（Email: jzelaya） 


